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農
林
水
産
業
や
農
山
漁
村

の
活
性
化
な
ど
に
優
れ
た
活

動
の
実
績
を
持
ち
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
や
い
き
い
き

と
し
た
高
齢
者
の
活
動
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
し
て
、
内
子
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会（
藤
渕

利と
し
み
ち通

会
長
）
は
、
農
山
漁
村

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

か
ら「
23
年
度
農
山
漁
村
女

性
・
シ
ニ
ア
活
動
優
秀
賞（
経

営
局
長
賞
）
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

会
で
は
、
こ
の
受
賞
を
励

み
に
、
自
分
た
ち
の
特
色
を

生
か
し
た
質
の
高
い
お
も
て

な
し
を
提
供
し
、
さ
ら
な
る

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

風
情
あ
る
版
画
の
デ
ザ
イ
ン
に
統
一
さ

れ
た
新
し
い
入
場
券

授
賞
式
は
３
月
８
日
、
東
京
都
で
開
か

れ
、
藤
渕
会
長
が
賞
状
を
受
け
取
っ
た

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た

女
性
や
シ
ニ
ア
の
活
躍
を
評
価

食
と
地
域
の『
絆
』づ
く
り

石
畳
の
活
動
が
優
良
事
例
に

　

内
子
座
、
木
蝋
資
料
館

「
上
芳
我
邸
」、
凧
博
物
館
な

ど
、
町
内
の
伝
統
文
化
施
設

の
入
場
券
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
入
場
券
は
、
版
画
家

の
山
田
清き

よ
あ
き昭

さ
ん（
柿
原
）

に
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
て
作

成
。
各
施
設
の
象
徴
と
な
る

部
分
を
縦
型
に
切
り
取
り
、

趣
あ
る
版
画
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
施
設
ご
と
に

大
き
さ
も
デ
ザ
イ
ン
も
異

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
変
更
で
様
式
を
統
一
し
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
各
施
設
を
回
っ
て
、

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
入
場
券

を
集
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

内
子
ら
し
さ
感
じ
る
デ
ザ
イ
ン
に

伝
統
文
化
施
設
の
入
場
券
を
一
新

　

農
林
水
産
省
が
選
定
す
る

「
食
と
地
域
の『
絆
』づ
く
り
」

の
優
良
事
例
に
、
石
畳
地
域

協
議
会
の
活
動
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
創
意
工
夫

に
あ
ふ
れ
、
農
林
水
産
業
や

農
山
漁
村
の
活
力
再
生
に
つ

な
が
る
優
良
事
例
を
選
定
し

全
国
に
発
信
す
る
も
の
で
、

１
０
２
団
体
の
応
募
の
中
か

ら
24
事
例
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

石
畳
地
区
で
は
以
前
か
ら
、

石
畳
を
思
う
会
、石
畳
の
宿
、

そ
ば
処
石
畳
む
ら
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
で
地
域
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
個
々
の
活
動
を
つ
な

い
で
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
平
成
20
年
に
地
域

協
議
会
を
設
立
。
地
元
の
農

林
産
物
を
生
か
し
た
加
工
品

の
開
発
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
な
ら
で
は
の
産
業
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

政
岡
勝か

つ
と
し利

同
協
議
会
長
は

「
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
、
石
畳
ら
し
い
取
り
組
み

を
続
け
、
後
継
者
が
残
っ
て

い
け
る
地
域
に
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

選定証を手にする政岡会長

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

24
年
度
町
自
治
会
連
絡
会
を
開
催

愛
え が お

顔あふれる愛媛県を実現しよう
中村時広知事が内子町で講演

　

24
年
度
内
子
町
自
治
会
連
絡
会
は
５
月
10
日
、
内
子
町
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
改
選
期
に
当
た
り
、
４
月
か
ら
新
た
に
就
任
し
た
41
自
治
会
の
自
治
会
長
、
事

務
局
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
門
田
求も

と
む

さ
ん（
上
川
自
治
会
）、
副
会
長
に
亀
田
慶よ

し
た
か孝

さ
ん（
立
川
自
治
会
）と
竹
本
裕ゆ

た
か

さ
ん（
五
十
崎
龍
王
自
治
会
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
が
目
指
す
愛
媛
県
の

姿
や
県
政
方
針
な
ど
を
知
り

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
、
内
子
町
は
５
月
10
日
、

中
村
時と

き
ひ
ろ広

愛
媛
県
知
事
を
招

き
、講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

会
場
の
内
子
町
共
生
館
に

は
、
自
治
会
や
各
種
団
体
の

役
員
な
ど
約
２
５
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
愛
媛
が
誇
る

「
ス
ゴ
技
」
を
国
内
外
に
広

め
る
た
め
の“
も
の
づ
く
り

支
援
”、「
媛ひ

め

ス
ギ
」「
媛
ヒ
ノ

キ
」
な
ど
の
木
材
を
は
じ
め

と
す
る
愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
、
観
光
や
産
業
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
松
山
市
長
時
代
に

進
め
て
き
た「
坂
の
上
の
雲

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
込
め
た

思
い
な
ど
も
語
り
、
愛
媛
な

ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
し
、

住
む
人
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

愛
媛
県
に
し
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

　

終
了
後
は
交
流
会
が
設
け

ら
れ
、
参
加
者
は
知
事
と
身

近
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

滑らかな語り口で県政にかける熱い思いを語る中村知事

自治会名 自治会長 事務局長
大　瀬 寺岡　　博 明智　史生
和　田 上岡榮一郎 篠﨑　弥継
川　登 谷岡　　進 髙岡　明好
程　内 篠原　謙治 寺岡弥佐吉
村　前 山本　州一 向井　一富
池　田 重岡　　明 髙岡　義光

大瀬自治センター管内

自治会名 自治会長 事務局長
立　川 亀田　慶孝 宮内　和明
城　廻 中野　　武 久保ヒロ子
論　田 藤岡　清一 中野　宣明
河　内 宮本　健一 大本　良一
石　畳 山田　　定 西岡　　章
長　田 太田　利栄 怱那　喜伴

内子東自治センター管内

自治会名 自治会長 事務局長
六日市 大塚　生男 中野　　章
中　央 武智　　浩 髙岡　幸泰
八日市 岡田　文淑 松岡　和広
畑　中 宇都宮　彰 谷本　幸夫
廿日市 佐伯　惇之 樋内みどり
第　五 桝田　忠章 佐伯　リヱ

内子自治センター管内

自治会名 自治会長 事務局長
五十崎龍王 竹本　　裕 河野　　了
五十崎新町 山岡　　駿 増田　利行
五十崎中央 久保　正一 志賀加代子
神　南 宮本　末廣 山本　　享
平　岡 中岡　賢一 宮部　泰明
東　沖 宮脇　吉男 宮﨑　　敦
西　沖 城戸　直光 岡田　和幸
柿　原 髙倉　眞一 森　　敬造
重　松 森石　重満 宮岡　俊明
宿　福 伊達　祥一 中野　清水
御　祓 上岡　豊秋 久保　　茂

五十崎自治センター管内

自治会名 自治会長 事務局長
上　川 門田　　求 城本　常季
中　川 大倉　德美 中田　富恵
本　川 亀井　　勝 宮内　和人
平　野 亀田　健一 奥田　裕二
小　田 下元　利雄 伊藤　弘志
寺　村 大下　育男 木邑　修也
南　山 河野　勝洲 森岡　和之
立　石 池田　愼一 上岩　寛壽
吉野川 藤原　晴夫 久保本宏志
中田渡 泉田　孝行 影野　智志
上田渡 中野　國廣 大久保明德
臼　杵 水田　　誠 西山　富雄

小田自治センター管内

◆24-25年度自治会長・事務局長一覧（敬称略）
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寄
付
金
を
活
用
し
町
内
の
幼
稚
園
や
学

校
に
図
書
を
整
備（
左
は
内
子
中
学
校
）

　
「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
と
し
て
23
年
度
も
全

国
か
ら
18
件
・
総
額
２
０
７

万
７
０
０
０
円
の
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
分
が
選

ん
だ
自
治
体
に
税
金
を
納
め

て
地
域
を
応
援
す
る「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」に
基
づ
き
、

20
年
度
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
美
し
い
風
景

づ
く
り
、
環
境
の
整
備
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
10
の
推
進
、
福
祉
の
充

実
な
ど
、
よ
り
良
い
内
子
町

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

23
年
度
寄
付
者

・
上
杉　

誠
一
様（
神
戸
市
）

・
神
本　

雄
司
様

（
大
和
郡
山
市
）

・
水
本　

世
紀
様

（
東
京
都
目
黒
区
）

・
本
谷　

隆
志
様（
奈
良
市
）

・
加
戸　

弘
二
様（
大
洲
市
）

・
尾
崎　

政
美
様

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

・
尾
崎
さ
お
り
様

（
東
京
都
中
央
区
）

・
河
内　

正
志
様（
大
阪
市
）

・
江
頭　

健
二
様（
吹
田
市
）

・
西
口　
　

功
様（
松
山
市
）

・
大
竹　

浩
一
様

（
東
京
都
練
馬
区
）

・
上
野　

元
一
様（
松
山
市
）

・
滝
川　

吉
繁
様（
松
前
町
）

・
滝
川
由
美
子
様（
松
前
町
）

※
公
表
に
同
意
を
得
ら
れ
た

　

人
の
み
、
受
付
順
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

23
年
度
ふ
る
さ
と
寄
付
２
０
７
万
円

　挙事務の執行に支障がある。
⑶投票区と投票所の統合・再編は、行政改革を推
　進する上での検討課題となっている。
⑷平成15年から期日前投票制度が設けられ、利用
　者が増えてきた（投票者の約２割）ため、当日に
　投票所で投票する人が減少している。

　上記のような理由を踏まえ、有権者数、投票所
までの距離や交通事情などを考慮し、次の基準に
基づいて見直しました。
○投票区　
・小学校区を基準とする。
・自治会単位で統合する。
・原則として有権者数が300人以下は統合する。
○投票所　
・原則として現在の投票所を使用し、交通が不便
　な所や駐車場が不足している所は変更する。

　25年１月に予定されている内子町長選挙から、
新しい投票区・投票所に変更する予定です。

　統合・再編計画（案）に対する皆さんからの意
見を募集します。
　寄せられた意見を参考に、９月に開く町選挙管
理委員会で協議し、最終的な統合・再編計画を策
定します。また策定した計画の内容は、広報紙な
どでお知らせします。
○応募方法
　　用紙（様式自由）に意見を書いて、郵送また
　はFAXで選挙管理委員会に提出してください。
　また内子町のホームページからも応募できます。
※電話での意見の受付はできませんので、ご了承
　ください。
※提出された意見に対する個別の回答は行いませ
　ん。
○応募の締め切り
　７月17日（火）
○応募先
・郵送
　〒７９５－０３９２
　内子町役場総務課内　内子町選挙管理委員会
・ＦＡＸ
　０８９３（４４）４３００
・内子町ホームページ
　トップページ（重要なお知らせ）
　「投票区と投票所の統合・再編計画（案）に対す
　るパブリックコメントを募集します」から

【問い合わせ】
内子町選挙管理委員会（内子町役場総務課内）
☎０８９３（４４）６１５０

▽有権者数は、23年９月１日現在 
　の人数です。

▽※は、これまで自治会内で投票
　区が異なっていた区です。今回
　の見直しで、自治会単位に再編
　します。
　（※）河内５区   →    第 ７投票所
　　　 恩地　　   →   第13投票所

▽期日前投票所は、これまでと同
　じように内子町役場本庁、内子
　分庁、小田支所の３カ所に設置
　します。

　内子町選挙管理委員会（大星通
とおる

委員長）は、現
在、町内に28ある投票区の統合・再編を検討して
います。この統合・再編計画（案）について、皆さ
んの意見を募集します。

■見直しの基準

■統合・再編後の選挙の予定

■パブリックコメント（意見）を募集します

■投票区と投票所の統合・再編計画（案）

投票区と投票所の
統合・再編を検討しています

投票区 区域（自治会） 投票所 有権者数
第１ 六日市、廿日市、畑中、第五、中央、八日市 内子町役場内子分庁 ３，５１４人
第２ 城廻、論田 内子東自治センター １，５３５人
第３ 和田、大瀬、川登 大瀬小学校 １，３２７人
第４ 程内 元程内小学校 ２１３人
第５ 池田、村前 村前自治会館 ２８６人
第６ 長田、立川 立川小学校 １，０９４人
第７ 河内（※）、石畳 農村活性化センター ４６１人
第８ 五十崎龍王、五十崎新町、五十崎中央、神南 五十崎幼稚園 １，７７２人
第９ 平岡、東沖、西沖、柿原、重松、宿福 五十崎自治センター ２，５３６人
第10 御祓 御祓小学校 ２７４人
第11 上川、中川、本川 参川体育館 ９０４人
第12 平野、小田 林業センター ４４７人
第13 寺村（※）、南山、立石 小田小学校 ７８２人
第14 吉野川、中田渡 森の里研修センター ３０６人
第15 上田渡、臼杵 田渡小学校 １７５人

⑴現在の投票区は合併前の体制を引き継いでいる
　ため、有権者数や投票所までの距離などに不均
　衡が生じている。
⑵合併後の行政改革で選挙事務に従事する職員が
　大幅に減少（73人減）したため、このままでは選

■投票区を28→15に統合・再編します

■見直しの理由

内子地区　　13投票区→７投票区
五十崎地区　３投票区　（変更なし）
小田地区　　12投票区→５投票区
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